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連結連結連結連結子会社子会社子会社子会社株式会社株式会社株式会社株式会社アマナアマナアマナアマナによるによるによるによる株式株式株式株式取得取得取得取得にににに係係係係るるるる    
基本合意基本合意基本合意基本合意書締結書締結書締結書締結にににに関関関関するするするするおおおお知知知知らせらせらせらせ    

 

 平成 22 年 11 月 25 日開催の取締役会において、当社の連結子会社で広告ビジュアルの制作業務の中

核会社である株式会社アマナ（以下、「アマナ」）が、株式会社ワークスゼブラ（以下、「ワークスゼブ

ラ」）の株式を譲受けることに関して、基本合意書を締結することを決議いたしましたので、下記のと

おりお知らせいたします。 
 

記  

1. 株式取得の理由 

当社グループは、広告業界を中心に、高い表現力と豊富なノウハウを活かした「伝わる」ビジュアルを

提供する「ビジュアルコミュニケーションエキスパート」として、写真著作権の販売、写真・CG・動画の制作、

ウェブプロモーションや TV-CM などの企画制作等を事業としています。 

今期は、主力である広告業界だけでなく、一般企業の販促、広報、商品開発部門等におけるビジュアル

消費拡大を目指し、積極的なマーケット戦略の推進に注力しております。そのなかでも、昨今の多様化・高

度化するデジタル化時代への対応として、主に CG 技術の活用による合理的な制作体制の強化を推し進

めています。 

今般その施策のひとつとして、アマナがワークスゼブラの株式を譲受けることについて、基本合意書を

締結いたしました。ワークスゼブラは、主に主要自動車メーカー等を対象として、最先端の CG 技術を競争

力に、商品等のビジュアルを合理的に制作するCG技術を導入したツールの企画、開発及び提供やその

ツールを用いたビジュアル制作を中心とした事業展開をしています。 

ワークスゼブラをアマナグループに迎えることで、商品開発、商品マニュアルから広告宣伝にいたるま

で、企業のマーケティング活動に必要な様々なビジュアルをより効率的に提供するための技術力を拡充

し、制販一体となって新たなマーケットを開拓してまいります。 
 

2. 株式会社ワークスゼブラの概要 

(1) 商号 株式会社ワークスゼブラ 

(2) 主な事業内容 
CG 技術を用いたビジュアル制作ツールの企画、開発、販売 

及びビジュアル制作事業 

(3) 設立年月日 1989 年 4 月 4 日 

(4) 所在地 東京都新宿区築地町 4 神楽坂テクノス 2F 

(5) 代表者 代表取締役社長 杉浦裕三郎 

(6) 資本金 15 百万円 

(7) 大株主及び持株比率 杉浦裕三郎 53％、 その他 4 名 

(8) 当社との関係 
記載すべき資本関係、人的関係及び取引関係はありません。ま

た、関連当事者への該当状況もございません。 
 

 



 

 

 

 

 

 

3. 取得予定株式数、取得予定価額及び取得前後の所有株式の状況 

  アマナの取得割合が発行株式総数の 100％となる株式数を取得する予定でありますが、今後の協議に

より決定いたします。決定に至った場合には、速やかに開示いたします。 
 

4. 日程 

 

5. 今後の見通し 

 本件による当社グループの当期連結業績に与える影響はございません。また、来期以降の連結業績に与

える影響は軽微であります。 

以上 
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平成 23 年 1 月 1 日 

株式譲受契約締結（予定） 

株式譲受（予定） 


